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東京消防庁全体の平成２９年中の救急出場件数は７８５，１８

４件と過去最高の件数となり、今後さらに増え続けると予想され

ます。 
一方、救急車が搬送した方のうち、入院を必要としない軽症の

割合は５０％以上を占めており、また、アンケート調査の結果で

は、「交通手段がなかった」「救急車で病院に行った方が優先的に

診てくれると思った」など緊急ではない理由も見受けられました。

このような状況が進むと、救急車の到着が遅延し、救えるはずの

命が救えなくなる危険性が高まります。救急車は皆さんの医療資

源であり、適正に利用していただくことが大切です。  


